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－ The Perspective  of  Mathematical Activities ― 
 















い．このことは，子どもの既習内容である記憶によって導くことになる」と述べている．    
そこで授業では，算数的活動･数学的活動を促す方略の 1 つとして，児童・生徒への発問
を通して，図・式・グラフなどで表現させ，既習の内容を用いて考えさせることがある．   
しかし，具体的な事象からすぐに図・式・グラフなどで表すことが児童・生徒にとって
難しい場合もよくあるから，操作などを通して問題の理解などを図っていく．  
操作について，それは Piaget の「発生的認識論」における基本概念であり，多くの数学  
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るねらい及び効果として次の 6 点をまとめており，その教授学的効果は高い．  
①  動機づけに役立つ  
②  概念形成あるいはシェマの形成に役立つ  
③  数学的原理や法則の理解に役立つ  
④  筋道立てて考えたり，数学的な考えを身につけたりするのに役立つ  
⑤  問題解決に役立つ  










業を構成する前の教材研究に関するものであり，それは，Shulman の言う Pedagogical 




ならない．このような教師の知識を Shulman は PCK として表現しており，算数・数学的
活動の視点からの授業づくりを進めていく上でも，数学授業における PCK を具体的に考
察していくことは有意義であると考える．  
















数･数学的活動の 5 段階」である．  
 









③  考察・処理の活動  
既習の知識や数学的な考え方を基にした数学的な考察・処理活動  
④  反省・適用・応用の活動  
数学的な思考過程や数学的に得られた事柄をより一般的な場面において反省したり（振
り返ったり），適用したり，応用したりする活動  






















３．具体的事例－ 1 次方程式の利用について－  














①  数学化の活動  
1 人に 3 枚ずつｘ  人に配ると 20 枚余る折り紙の枚数の図表示を考える．  
● マル図を用いると，  
                    ・・・・・          ｘ人  
                                       
 
          ・・・・・       20 枚  
 
● 線分図を用いると，  
    3   3         3 
                          折り紙の枚数  
                    20 
問題 
折り紙を何人かの生徒に配るのに，  1人に3枚ずつ配ると 20枚余りま
す．また，1人に5枚ずつ配ると2 枚たりません．生徒の人数を求めるた
めに，生徒の人数をx 人として，方程式をつくりなさい．  
 
考え方 
 方程式をつくるために， xを使って，上の問題の数量のうち，       
を2通りの式で表すと，3x + 20  と  5x − 2 になります．  
 この2つの式が等しいので，方程式は  3x + 20 = 5x − 2 です．  
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この結果，折り紙の枚数は，3ｘ＋20 枚になる．  
同様に，1 人に 5 枚ずつｘ  人に配ると 2 枚たりない折り紙の枚数の図表示を考える
と，折り紙の枚数は，5ｘ－2 枚と表すことができる．  
②   定式化の活動  
「考え方」にもあるように，折り紙の枚数がそれぞれの配り方で 2 つの式に表すこ
とができたので，方程式  



























（新しい数学 1 p.93） 
 












                   1 個の値段  90×1＝90 円  
     
 
                      2 個の値段  90×2＝180 円  
         ・・・  
            ・・・  
                      x 個の値段     90×(オレンジの個数 ) 
                            ＝90×ｘ  
                            ＝90x 
                                    
②  定式化の活動  
 「そのときの代金の合計は 1800 円でした」ということから，  
    90×(オレンジの個数 )＋140×(りんごの個数 )＝1800 
 ということばの式が立てられる．「オレンジとりんごの個数は 15 個である」から，りん
ごの個数は，全部の個数からオレンジの個数をひいた数であるということ導き，オレンジ
の個数を x 個とおいたならば，りんごの個数は (15－ｘ ) 個と表すことができるというこ
とを導く．  
そして，以上から，  
      90×ｘ＋140(15－ｘ )＝1800 




（教科書 新しい数学 1 p.94） 
 




   例えば，生徒の人数が 20 人ならば，  
  「1 人に 4 枚ずつ配ると 9 枚たりません」  




            折り紙の枚数        たりない枚数  




  「1 人に 3 枚ずつ配ると 15 枚あまります」  
 





                          余る枚数  
15 枚  
              折り紙の枚数  
                75 枚  
⇒3×20＋15＝75 
   
計算した結果が違うから，20 人ではないということがわかる．   
また，このような計算をいくつか続けていき，折り紙の枚数は，「4×(生徒の人数 )－9」 
と「3×(生徒の人数 )＋15」という 2 つの式で表すことができることを理解する．  
  
（イ）．折り紙の枚数を具体的な数に置き換えて，生徒の人数を計算する．  
  例えば，折り紙の枚数が 30 枚ならば，「1 人に 4 枚ずつ配ると 9 枚たりません」とい
うことは，1 人に 4 枚ずつ配るときは，折り紙は 39 枚必要になる．その枚数を 4 で割る
と，生徒の人数が出てくるから   
           (30＋9)÷4＝39÷4＝3.75 
 答えは整数でないから，答えではない．  
  例えば，折り紙の枚数が 40 枚ならば，「1 人に 3 枚ずつ配ると 15 枚あまります」と  
いうことは，1 人に 3 枚ずつ配るときは，折り紙は 25 枚必要になる．その枚数を 3 で  
割ると，生徒の人数が出てくるから  
           (40―15)÷4＝25÷4＝6.25 
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  答えは整数でないから，答えではない．  







」という 2 つの式で表すことができることを理解する．  
 
 ②定式化の活動  
 （ア）の場合，「4×(生徒の人数 )－9」と「3×(生徒の人数 )＋15」という 2 つの式は，折
り紙の枚数をどちらとも表していることを確認した上で，  
    4×(生徒の人数 )－9＝3×(生徒の人数 )＋15 
 ということばの式で表す．そして，生徒の人数を x 人とおくと，  
              4ｘ－9＝3ｘ＋15 
となり，1 次方程式の問題を解くことになる．  















①  数学化の活動  
まず，2 人の動きを次のように具体的に提示し，問題場面の情景を具体的につかん
でいく．  
  5 分後  
 
  弟  
 
 
      
 
 兄  




 1 2 3 4 5 6 7 8 ・・・  
弟  50 100 150 200 250 300 350 400 ・・・  
兄  0 0 0 0 70 140 210 280 ・・・  
差  50 100 150 200 180 160 140 120 ・・・  
 




②  定式化の活動  
   次に「兄が出発してから何分後に弟に追いつきますか？」ということから，兄が出
発してから x 分後に追いつくとして，上の表を参考に考える．  
兄の時間      1 2 3 ･･･ x 
弟の時間  1 2 3 4 5 6 7 ･･･ x+4 
弟  50 100 150 200 250 300 350 ･･･ 50(x+4) 
兄  0 0 0 0 70 140 210 ･･･ 70x 
差  50 100 150 200 180 160 140 ･･･  
   上の表から明らかなように，兄の時間と弟の時間には 4 分の差があるのだから，兄
の時間が x 分のときに，弟の時間は x+4 分と表すことができ，従って ,  道のりも , 弟
は 50(x+4), 兄は 70x と表すことができる．2 人が追いつくというのは，歩いた道のり
の長さが等しいということから，  
50(ｘ＋4)＝70ｘ   




 本稿では，平岡・宮内（吉田）（2006）が設定した「算数・数学的活動を促す 5 段階」，
「算数・数学的活動の視点に立った授業理解の枠組み」を教師がもつべき教科書をより有
効的に使う方法として捉えた．そして，具体的事例の考察を通して，教師の教科書の問題









 われわれ数学教師は，数学的形式やそれらの操作に関する方略になれ親しんでいる．し  
かし，授業においては，児童・生徒が初めに行う形式化されていない数学的活動を，より  
洗練された数学的概念に形成することが大切である．David ら（2008）も，教師教育の  
観点から，形式化されていない表現や形式化につながる表現を具体的に調べることが，学  
習過程や生徒が用いる方略に考える際の支えとなると指摘しており，その重要性が伺える． 
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